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馬
木
地
区
社
協
が
取
り
組
ん
で
い

る
活
動
に
、
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
達

ま
で
の
見
守
り
が
あ
り
ま
す
。

東
区
内
の
高
齢
化
率

(65
歳
以

上
2
0
2
3年
1
月
末
現
在
）
に

よ
る
と
、
第

1
位
は
福
田
地
区
の

3
4
.
4
%、
第

2
位
は
馬
木
地
区
の

3
4
.
3
%
、
第

3
位
は
上
温
品
地

区
の

34.2
％
と
な
っ
て
お
り
、
各

地
区
と
も
高
齢
者
が

3
割
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
団
塊
世
代

(
1
9
4
7
年

5
1
9
4
9
年
生

ま
れ
）
の
方
が

75
歳
以
上
の
後
期

高
齢
者
と
な
り
、
本
格
的
な
高
齢

化
社
会
を
迎
え
ま
す
。

高
齢
者
の
見
守
り

0
と
な
り
近
所
の
見
守
り

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
及
び
老
老

世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
で

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

馬
木
地
区
で
は
、
無
理
の
な
い
長
続

き
す
る
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

各
町
内
会
の
班
長
さ
ん
に
も
、

「
班
福
祉
委
員
」
と
し
て
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

「
姿
を
見
か
け
な
い
」
「
新
聞
が
溜

ま
っ
て
い
る
」
「
電
気
が
つ
い
た
ま

登
下
校
す
る
子
ど
も
達
を
交
通

事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
通
学

路
や
自
宅
前
な
ど
で
緑
色
の
ブ

ル
ゾ
ン
を
着
て
、
子
ど
も
達
と
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
安
全
ボ

子
ど
も
達
の
見
守
り

ま
だ
」
な
ど
普
段
と
違
う
状
況
に

い
ち
早
く
気
づ
く
の
は
、
身
近
に

い
る
近
所
の
人
た
ち
で
す
。
日
頃

か
ら
、

顔
を
合
わ
せ
た
と
き
の
あ

い
さ
つ
や
声
掛
け
な
ど
を
し
て
、

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る
地

域
つ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

0
電
話
に
よ
る
見
守
り

（
安
否
確
認
電
話
）

見
守
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
約

20
名

に
、
電
話
連
絡
の
事
前
登
録
を
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

事
務
所
開
所
日
の
平
巳

13
時
5

16時
に
、
週

1
回
安
否
確
認
電
話

(
5
6
2
|
2
6
6
1
)
を
し
て
い

ま
す
。
電
話
で
心
配
事
な
ど
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

電
話
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
る

方
も
お
ら
れ
、
「
あ
り
が
と
う
」

の
お
礼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

通
学
路
に
は
、
見
通
し
が
悪
く

通
行
車
両
が
多
く
危
険
な
箇
所

や
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
な
ど

も
あ
り
、
交
通
事
故
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

子
ど
も
達
も
交
差
点
や
横
断
歩

道
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
左
右
を
十

分
に
確
認
し
な
い
ま
ま
渡
り
始
め

た
り
し
て
、
非
常
に
危
険
な
と
き

も
あ
り
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
皆
さ
ん
、
通
学

路
付
近
を
通
行
す
る
と
き
に
は
、

交
通
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

ゆ
と
り
と
譲
り
合
い
の
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
達
が
事
故
無
く
安
全
に

通
学
で
き
る
よ
う
、
安
全
ボ
＿
フ
ン

テ
ィ
ア
も
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。
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(3)第67号 うまき社協だ・より (2)第67号 うまき社協 だよリ

11
月

26
日
（
土
）
馬
木
地
区

公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
と

1

区
子
ど
も
会
が
連
携
し
て
、
馬

木
地
区
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

馬
木
公
民
館
へ
集
合
し
て
福

木
公
園
ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
。

まる見菓探ち きミ大
し事つ子して大梵袋人子
たをけ袋のいきかと 7ど
°楽てゃよまなら火名も り
し拾ぺうせゴゴば＆会 ，ヽ，→

みぃツ「ん：：：：：：：：さ子か 仰
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しキ
゜練、分町 ←ルと

--,て人 1盛のし合ン地野之〇召ぅ;t 
り近、内を--,ーなの

いの月大ご勾同を域べさ和

竹
んま日 14に支 開目活口ん50雙3

歩年昨を大と．どすに日実援 催的動西の年ぃ年
くは今練人ん木祭゜行前施と すにと野ご当っは

町
内
会
長

原

猛

区
子
ど
も
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
急
増
も
、

2
月
下
旬
頃
か

ら
新
規
感
染
者
が
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
国
も
、
病
気
の
危
険
度
が
下

が
っ
て
い
る
と
判
断
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
（
感
染
症
の
危
険
度
の
高
い
順

に
1
5
5
類
に
分
類
さ
れ
て
い

る
）
に
つ
い
て
は
、

5
月
8
日
（
月
）

か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と

同
じ
第
5
類
へ
移
行
し
ま
す
。

第

5
類
に
な
る
と
、
入
院
勧

告
や
感
染
者
と
濃
厚
接
触
者
に

対
す
る
外
出
自
粛
要
請
も
無
く

な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
提
供
体
制
、
医

療
費
の
自
己
負
担
の
段
階
的
な

見
直
し
や
感
染
対
策
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
も
、
幅
広
く
協
議
が

進
め
ら
れ
て
、
順
次
新
た
な
対

応
策
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

3
月
13
日
（
月
）
か
ら
、
屋
内

外
を
閑
わ
ず
マ
ス
ク
の
着
用
は

原
則
的
に
個
人
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
の
効
果
的
な
場

面
に
つ
い
て
は
、
①
医
療
機
関
へ

の
受
診
時
、
②
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
人
が
多
い
医
療
機
関
や

高
齢
者
施
設
な
ど
を
訪
問
す
る

み
ん
な
が
意
識
し
て
、
‘
コ
ミ
の

な
い
き
れ
い
な
町
・
馬
木
を
作

り
た
い
と
改
め
て
感
じ
た
活
動

で
し
た
。翡

0 I!} 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
対
策
が
変
わ
り
ま
す

特
殊
詐
欺
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
ラ
'
・

うまいものをどんどん安く売る

~-』、;a
TEL 8 8 3-0 0 8 1 

珊塙設備プラントで地球を考える

⑪翻西閾工業

会
場
で
は
、
む
す
び
・
ビ
ー
ル
・

酒
・
ジ
ュ
ー
ス
・
ぜ
ん
ざ
い
や
綿

菓
子
な
ど
、
沢
山
の
飲
み
物
や

食
べ
物
が
頂
け
ま
し
た
。

火
に
あ
た
る
と
そ
の
年
は
病

気
に
な
ら
な
い
、
書
き
初
め
を
燃

や
し
て
天
高
く
舞
い
上
が
る
と

字
が
上
手
に
な
る
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
言
い
伝
え
が
あ
る
「
と
ん
ど
」

に
年
女
年
男
が
点
火
し
、
お
餅
を

焼
い
て
食
べ
る
と
い
う
、
楽
し
い

一
巳
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
馬
木
地
区
の
「
と
ん
ど

祭
り
」
は
、
西
野
畑
・
惣
野
谷
・
下

条
の
三
町
内
連
合
と
、
西
野
地
・

寺
山
・
馬
木
ハ
イ
ツ
・
紙
屋
の

5

地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

場

合

、

③

適

勤

フ

ッ

シ

ュ

時

な

ど

が

大

切

で

す

。

混

雑

し

た

電

車

や

バ

ス

を

利

用

詐

欺

グ

ル

ー

プ

は

、

さ

ま

ざ

す
る
時
の

3
つ

に

つ

い

て

も

周

ま

な

形

で

流

失

し

て

い

る

個

人

知

を

図

っ

て

い

ま

す

。

情

報

の

名

簿
を
基
に
、
多
額
の

新
た
な
感
染
対
策
に
な
り
ま
特
殊
詐
欺
被
害
や
消
費
者
現
金
を
効
率
よ
く
搾
取
で
き
る

し
た
が
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
た
変
ト
ラ
ブ
ル
。
手
口
も
巧
妙
に
な
相
手
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
き

化
し
て
危
険
度
が
高
ま
る
こ
と
り
、
い
ろ
い
ろ
な
演
出
で
謳
し
ま
す
。

も

な

い

と

は

言

え

ま

せ

ん

。

て

き

ま

す

。

実

在

す

る

会

社

の

ア

ン

ケ

ー

こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
感
染
若
い
人
の
被
害
報
道
も
さ
れ
卜
調
査
を
装
う
こ
と
も
あ
り
、

対
策
の
密
を
避
け
、
手
洗
い
や
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
被
電
話
を
取
っ
て
自
動
音
声
ガ
イ

室
内
の
換
気
な
ど
を
続
け
る
こ
害
者
は
高
齢
者
で
す
。
被
害
に
ダ
ン
ス
が
流
れ
て
く
る
場
合
は

と
も
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

遭
う
と
、
失
っ
た
お
金
を
取
り
す
ぐ
に
切
り
ま
し
ょ
う
。

体
調
が
悪
い
時
は
外
出
を
控
え
、
戻
す
こ
と
も
極
め
て
困
難
に
な
特
殊
詐
欺
電
話
の
ほ
と
ん
ど

高
齢
者
と
接
触
時
の
マ
ス
ク
着
り
ま
す
。
大
切
な
財
産
を
守
る
が
、
自
宅
の
固
定
電
話
に
非
通

用
な
ど
も
し
ま
し
ょ
う
。
の
は
自
分
自
身
で
す
。
知
で
掛
け
て
き
ま
す
。
知
ら
な

こ
れ
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
「
お
れ
お
れ
」
「
架
空
料
金
謂
い
電
話
番
号
か
ら
の
電
話
に
出

策
で
、
県
外
へ
の
移
動
制
限
や
求
」
「
融
資
保
証
金
」
「
還
付
金
」
な
け
れ
ば
被
害
に
遭
う
こ
と
は

イ
ベ
ン
ト
の
入
場
者
数
制
限
、
詐
欺
被
害
な
ど
が
あ
り
、
最
近
あ
り
ま
せ
ん
。

声
出
し
応
援
の
禁
止
や
食
事
中
の
手
口
で
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
電
話
に
留
守
番
電
話
機
能
が

会
話
を
控
え
た
黙
食
ル
ー
ル
な
ド
や
電
子
マ
ネ
ー
で
の
搾
取
被
あ
れ
ば
「
留
守
番
電
話
設
定
」
に

ど
の
制
約
が
あ
り
ま
し
た
。
害
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
て
お
い
て
、
相
手
を
確
認
し

制
約
な
ど
が
解
除
さ
れ
、
家
攀
―
-
＝
察
官
を
か
た
り
「
犯
人
を
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
で
被

庭
、
学
校
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
捕
ま
え
た
ら
、
あ
な
た
の
キ
ャ
ッ
害
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

場
面
で
、
今
ま
で
の
よ
う
な
日
シ
ュ
カ
ー
ド
を
も
っ
て
い
た
」
一
人
で
判
断
し
て
す
ぐ
に
行

常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
「
カ
ー
ド
を
不
正
に
使
わ
れ
て
ぃ
動
を
せ
ず
、
落
ち
つ
い
て
家
族
へ

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
望
ま
る
」
「
カ
ー
ド
の
確
認
が
必
要
」
の
連
絡
や
攀
―
-
＝
察

(
1
1
0
番
）
、

れ

ま

す

。

な

ど

と

電

話

を

か

け

て

き

て

、

消

費

者

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

(
1
8
8

＇̂

C)

旦
if̀汀い
番

）

な

ど

に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

C
眉
〗
ェ
｀
〗
い
[
1
/

は
絶
対
に
渡
さ
な
い
」
「
他
人
に

暗
証
番
号
は
教
え
な
い
」
こ
と

c
 

腔

地域社会の発展と活性化に努めます

一゚広島東部地区マツダOB会
（馬木・福田・上温品・温品）

中国運輸局指定 民間車検工場

株式会社ドイ•モーター
車検／整備／新車・中古車販売・買取り
板金・塗装修理／ボディコーティング
自賠責・自動車保険

〒732-0031 広島市東区馬木4丁目 1439-1

TEL (082) 899-5656 (代） FAX (082) 899-2096 

セフ・:ンc:J-IU.フ"J
広島馬木店

東区馬木5丁目1699-1
ff899-2911 

女緑豊かな環境づくり

自然の保護に

みんなでやさしい配慮を

株式会社小畠造園
TEL(082)899-2037 

隣近所で仲良くしていくことが福祉の原点です。 まず、挨拶を！！



(4)第67号 ぅ ま き 社 協 だよ り

佐々木亜希子

090-2809-27 46 

福木学区全域

【
主
任
児
童
委
員
】

青山水器

899-8433 

馬木8丁目

（大谷・やまのうえ）

岡西孝浩

090-6836-5798 
馬木4・7・8丁目
（大薮・ 樋柴）

【
民
生
委
員
児
童
委
員
】

令
和

4
年

12
月
1
日
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
全
国
一
斉

改

選

(
3
年
任
期
）
に
よ
り
、

馬
木
地
区

10
名
の
委
員
改
選

が
あ
り
、
新
た
に

3
名
（
民
生

委
員
児
童
委
員

2
名
・
主
任

児
童
委
員

1
名
）
の
選
任
と

7
名
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
不

安
、
子
育
て
の
倍
み
、
生
活
の

問
題
な
ど
身
近
な
相
談
相
手
と

な
り
、
専
門
の
関
係
機
関
に
つ

な
ぎ
地
域
の
福
祉
向
上
に
努
め

ま
す
。守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

民

生

委

員

児

童

委

員

の

全

国

一

斉

改

選

登
石
バ
ス
停
手
前
の
「
馬
木

四
丁
目
」
交
差
点
の
信
号
を
右

折
し
て
、
森
林
公
園
方
面
に
約

3
4
0
メ
ー
ト
ル
進
み
、
さ
ら
に
、

広
島
都
市
高
速

1
号
線
料
金
所

手
前
の
「
森
林
公
園
入
口
」
交

差
点
を
渡
っ
て
約
4
6
0
メ
ー
ト

ル
進
ん
だ
分
岐
点
を
左
折
し
て
、

中
国
電
力
広
島
変
電
所
方
面
に

約
1
7
0
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、
右

手
前
方
に
草
で
緑
に
覆
わ
れ
た
溜

池
の
堤
が
見
え
て
き
ま
す
。

こ
れ
が
九
平
溜
池
で
す
。
所

要
時
間
は
バ
ス
停
か
ら
歩
い
て
約

15
分
で
す
。

た
め
池
を
築
堤
し
た
時
代
は

不
明
で
す
が
、
『
福
田
の
い
ま
む

か
し
《
改
訂
版
》』

に
載
っ
て
い

る
古
老
の
話
で
は
、
“
九
平
”
と

い
う
人
が
造
っ
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
人
の
名
前
を
取
り

九
平
溜
池
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
福
木
小
学
校
百
年

誌
『
木
の
宗
』
に
載
っ
て
い
る

己
老
の
話
で
は
、
堤
の
周
囲
は

お
よ
そ
3
0
0
メ
ー
ト
ル
、
径

が
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
も
あ
る

そ
う
で
す
。

昔
は
小
学
校
5
.
6年
の
上
級

ヽ 馬
木
の
歴
史
探
訪

0

九

平

溜

懺
．＇

池

馬
木
の
歴
史
を
保
存
す
る
会

会

長

樫

原

猛

/ 

生
に
な
る
と
九
平
溜
池
に
来
て

泳
い
で
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
は

周
り
を
フ
ェ
ン
ス
で
囲
み
立
ち
入

り
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
平
溜
池
の
水
は
、
大
谷
川

か
ら
取
水
し
、
溜
池
で
一
時
貯

留
し
た
後
、
馬
木
八
丁
目
か
ら

七
丁
目
（
中
休
）
の
水
田
を
灌

漑
し
な
が
ら
、
寺
山
川
を
経
て

小
河
原
川
へ
流
れ
て
い
ま
す
。

近
年
は
耕
作
者
の
高
齢
化
が

進
行
し
、
徐
々
に
畑
地
化
が
進

む
中
で
、
今
な
お
水
田
を
耕
作

す
る
人
々
に
と
っ
て
は
貴
重
な
水

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

震
i

:‘

,T-
i
 

ゲ
q

ヽ

巨

芦

【編集後記】 3月の暖かい巳は、スギ花粉やヒノキ花粉
が飛散してきます。今年の飛散量は例年より多いため、花

粉症の方にはつらい時期になりそうです。外に出かける時

は、メガネやマスク、花粉がつきにくい服装にするなどの対

策をとるようにしましょう。

気くばり、木くばり。
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地
域
の
皆
様
か
ら
、
賛
助
会
員

と
し
て
多
く
の
賛
助
金
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

賛
助
金
等
は
、
馬
木
地
区
社
協

の
福
祉
活
動
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員
の
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一

□

千

円
、
何
口
で
も
結
構
で
す
。

各
町
内
会
長
ま
た
は
熙
木
社
協

会

計

升

川

康

仁

(
8
9
9
|

8
7
6
6
馬
木
郵
便
局
）
ま
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

造園・外構・設計施エ・管理

広島県知事許可第024660号

（有） 馬木造園
代表取締役

東区馬木4丁目956-2

TEL 899-2505 FAX 899-2590 

宮本健一

心と心を結ぶ

虹i虹の里居宅介護支援事業所
ふたがわ

担当

広島市東区馬木二丁目1398-1

TEL. (082) 508-5551 


